


























































































































国際学部教授 田 巻 松 雄
第2回　外国人児童生徒・
グローバル教育推進協議会報告
支援活動を始めて
大学院教育学研究科１年　黄　佳䡟
私は、中国からの私費留学生です。今年の
４月、宇都宮大学大学院教育学研究科に入学
し、修士課程の学生として研究しております。日
本に来てから、いろいろなボランティア活動を
してきましたが、今回、宇都宮大学HANDSプ
ロジェクトで宇都宮市立東小学校４年生のA君
（中国から移住）の学習支援を始めました。
週２回ほど、授業での聞き取りを援助したり、
遊びや学校のルールを教えたりしながら、A君
が、日本で安心して生きていくために、日本の文
化や周りの日本人の考え方を受け入れられるよ
うに、そして学校で友達をつくることができるよ
うに支援しています。
ボランティア活動を始めてひと月、私は初め
て「先生」と呼ばれ、心が温かくなり、涙が出る
ほど感動しました。笑ったり泣いたりしている、
そんな素直な子供たちに囲まれて、私自身も心
が洗われ、硬さもほどけ素直な気持ちになり、
そういう自分を好きになりました。
A君への支援をきっかけに、自分自身の知識
も意識も深くなってきたように思います。日本の
小学校の運営や行事、ルールなどだけでなく、
人権尊重や発達障害と人格形成などの分野に
も目を向けるようになりました。
外国人としての私も孤独感や苦しみを味わい
ましたが、A君も同じことを感じているのでは
ないかと思います。それをわかってあげたり共
感したりして、一緒に乗り越えられるよう勇気づ
けてあげたいです。これからも外国人児童生
徒支援のために全力を尽くしたいと思います。
